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ト
ヨ
タ
財
団
「
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
は
、「
地
域
社
会
の
再
構
築
と
活

性
化
を
目
指
し
て
―
支
え
合
う
く
ら
し

と
い
の
ち
―
」
を
テ
ー
マ
に
、以
下
の
助
成

を
行
い
ま
す
。
地
域
に
く
ら
す
人
々
が
、

身
近
に
あ
る
資
源
や
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
互
い
の
く
ら

し
や
い
の
ち
を
支
え
あ
い
、
育
む
こ
と
の

で
き
る
社
会
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
の
再
構
築
と
活
性
化
を
目
指

し
、
地
域
に
く
ら
す
人
々
が
主
体
と
な
っ

た
持
続
的
な
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
助

成
（
一
件
あ
た
り
の
上
限
二
〇
〇
万
円
）

(A)
「
活
動
記
録
の
出
版
」

地
域
社
会
の
再
構
築
と
活
性
化
を
目
指

し
た
活
動
の
具
体
的
な
成
果
を
、
他
の

地
域
で
類
似
な
実
践
を
し
て
い
る
人
た

ち
と
比
較
、
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
出
版
へ
の
助
成
（
一
件
あ
た
り
の
上

限
一
〇
〇
万
円
）

(B)
「
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

地
域
社
会
の
再
構
築
と
活
性
化
を
目
指

し
た
活
動
の
経
験
を
、い
く
つ
か
の
地
域

間
で
共
有
し
、
具
体
的
な
問
題
解
決
に

資
す
る
、地
域
間
の
協
働
と
連
携
を
支
え

る
地
域
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
助

成（
一
件
あ
た
り
の
上
限
四
〇
〇
万
円
）

(1)
「
離
島
助
成
」

地
域
社
会
の
崩
壊
が
、よ
り
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
現
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、

離
島
（
北
海
道
、本
州
、四
国
、九
州
以
外

の
島
）に
お
け
る
持
続
的
な
実
践
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
助
成
（
一
件
あ
た
り
の
上
限
二

〇
〇
万
円
）

(2)
「
ユ
ー
ス
助
成
」

地
域
社
会
の
再
構
築
に
お
い
て
欠
か
せ
な

い
と
思
わ
れ
る
、若
者
の
参
加
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、高
校
生
が
主
体
と
な

っ
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
実
践
活
動
へ
の
助

成（
一
件
あ
た
り
五
〇
万
円
）

　
な
お
、「
活
動
助
成
」
、「
成
果
普
及
助

成
」
に
つ
い
て
は
、「
地
域
社
会
の
再
構
築

に
向
け
て
、よ
り
緊
急
な
対
応
が
必
要
と

判
断
す
る
地
域
」
を
「
助
成
重
点
区
」
と

設
定
し
、よ
り
重
点
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。
本
年
度
は
、「
九
州
」
、「
四
国
」
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
助
成
総
額
は
一
億
円
。
二
〇
〇
八
年
四

月
か
ら
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
の
一
年
間

に
実
施
さ
れ
る
事
業
が
対
象
。
応
募
の
締

め
切
り
は
二
〇
〇
七
年
一一
月
二
〇
日
（
当

日
消
印
有
効
）
。
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で

に
選
考
委
員
会（
委
員
長
・
姜
尚
中
東
京

大
学
教
授
）が
選
考
し
ま
す
。

〒
１
６
３
｜

０
４
３
７
東
京
都
新
宿
区
西

新
宿
２
｜

１
｜

１
新
宿
三
井
ビ
ル
37
階 

私
書
箱
２
３
６
、財
団
法
人
ト
ヨ
タ
財
団

「
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
係
。
電
話
０
３

（
３
３
４
４
）１
７
０
１
。

応
募
要
項
は
ト
ヨ
タ
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp
://w
w
w
.to
yo
ta
fa
u
n
d
.o
r.jp
/

）

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

「地域社会プログラム」の担当セクションから、「地域づくり」を行う人たちを応援する

ニュースレターを発行しよう、という話が持ち上がったのが今年5月でした。私たちの当

初いだいた思いが、多くのご協力を得ることで「Join人［ジョイント］」の創刊につなが

りました。取材協力をいただいた関係者の方々、また、原稿あるいは情報をお寄せいただ

いたみなさまに、この場を借りて御礼申し上げます。現地取材はいずれも記録的猛暑の中

で行うこととなりました。取材記者、編集、そして同僚スタッフによる、文字どおり「汗

の結晶」？かと思います。今後ともご愛読いただければ幸いです。（Ｔ）

Join人［ジョイント］創刊号
2007年10月25日発行
発行者　財団法人 トヨタ財団
163-0437  東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル37階
TEL: 03-3344-1701  FAX: 03-3342-6911
http://www.toyotafound.or.jp
e-mail:gp4ca@toyotafound.or.jp

編集人　田中恭一
デザイン　中井俊明
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地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
募
案
内

応
募
締
切
は
11
月
20
日
で
す

w
「
成
果
普
及
助
成
」

e
「
特
定
課
題
」

q
「
活
動
助
成
」
　

編 集 後 記

応
募
先
と
問
い
合
わ
せ

“風”をはこぶ学習会「障害者の人権侵害について」
2007年12月2日（日）14:00～17:00、茨城県ひたちなか市「ホテルニ

ュー白亜紀」にて。

斎藤悟氏「国際生活機能分類（ICF）について」、東俊裕氏「障害者

の権利条約と差別禁止法」。参加費5000円。主催：社会福祉法人光

風会ほか。お問い合わせ：NPO法人茨城県精神障害地域ケアー研究

会（TEL/FAX： 029-244-2623）。

おきなわ時間美術館
ローカルな沖縄文化と「アジア」をキーワードに、食あり、音楽あり、そ

してもちろん美術ありの全感覚開放型の美術館を創出。

2007年11月4日（日）まで。那覇市栄町市場内古民家にて。一部有料。

主催：特定非営利活動法人アーツイニシアティブトウキョウ（AIT／エ

イト）、特定非営利活動法人前島アートセンター。お問い合わせ：AIT

（TEL：03-5489-7277）

桑取・月満夜の集い～冬～「雪上の月光浴ツアー」
スノーシューをはいて冬の森の中でゆっくりと過ごしてみませんか、月光

に癒されてみませんか。

2008年2月22日（金）、23日（土）、24日（日）、3月21日（金）、22日（土）、

23日（日）、くわどり湯ったり村「癒しの森」にて。対象：一般（高校生以下

は、保護者同伴）。参加費3,000円。申し込み締切：実施日10日前まで。

お問い合わせ：NPO法人かみえちご山里ファン倶楽部（TEL/FAX： 025-

541-2602、email：kamiechigo@nifty.com）。

かみえちご山里ファン倶楽部では、この他新潟県上越市においてさまざ

まなイベントを開催しています。詳しくは、同会ホームページhttp://home

page3.nifty.com/kamiechigo/に掲載されています。

活弁映画会
活動弁士・坂本頼光さんをお迎えして活弁映画会を開催します。2008年

1月13日（日）千駄木、「けんこう蔵部」にて。時間は、未定。主催：NPO

法人映画保存協会。詳細は、同会ホームページhttp://www.filmpres.

org/およびメルマガにて後日発表。お問い合わせ：NPO法人映画保存

協会（TEL：03-3823-7633日曜または、火曜11：00～17：30までもしくは、

e-mail：info@filmpres.org）

山本敏晴講演会
2008年2月9日（土）14：00～15：30。名古屋市男女平等参画推進セン

ター（つながれっとNAGOYA）にて。託児あり。

NPO法人宇宙船地球号山本敏晴さんの講演会および新作を含めた

これまでの著書に関するブックトーク。参加費500円。お問い合わせ：

NPO法人参画プラネット（TEL：052-249-7277/FAX：052-249-7278

ホームページhttp://sankakudo.net/）

読者のみなさまからの情報をお待ちしています。スペースの関係で、毎

号すべてを掲載することはできませんがご了承ください。

～イベント案内～

特
集

生
ま
れ
変
わ
る
ま
ち

商
店
街
・
や
ど
街
・
温
泉
街
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み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
は
、
今

ど
ん
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
高
齢
化
？
　
市
街
地
の
空
洞
化
？ 

多
様
な
背
景
を
も
つ
住
民
同
士
の
共
生
の

課
題
…
…
？

 

そ
う
し
た
数
々
の
テ
ー
マ
を
他
の
地
域

の
方
々
と
共
有
し
、一
緒
に
考
え
て
い
く

場
と
な
れ
ば
と
い
う
願
い
か
ら
、
こ
の
さ

さ
や
か
な
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
生
ま
れ
ま

し
た
。
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に

思
い
、
日
々
の
く
ら
し
を
実
践
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
々
の
手
で
、
と
も
に
育
て
て

い
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
誌
名
の
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
人
」
は
、「
参
加
」

や
人
と
人
と
の
「
接
点
」
「
協
力
」
の
意

味
を
こ
め
て
名
づ
け
ま
し
た
。
地
域
社
会

の
再
生
へ
向
け
た
試
み
に
は
、
と
き
に
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
小
誌
は
今
日
か
ら
、
み
な

さ
ん
の
「
一
念
発
起
」
を
応
援
す
る
と
同

時
に
、
情
報
交
換
、
相
互
交
流
の
道
具
と

し
て
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
貴
重
な
知
恵
や
経
験
を
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
、
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で
す
。

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
ず
っ
と
庶
民
の
台
所
を
担
っ
て
き
た
、

熊
本
市
・
子
飼
商
店
街
。

高
度
成
長
を
支
え
た
労
働
者
の
簡
易
宿
泊
街
だ
っ
た
、

横
浜
市
・
寿
町
。

昭
和
の
団
体
旅
行
ブ
ー
ム
の
花
形
温
泉
街
、
開
湯
一
三
〇
〇
年
の
、

松
本
市
・
浅
間
温
泉
。

時
代
が
変
わ
る
に
つ
れ
、
ま
ち
も
変
化
を
迫
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
役
割
を
模
索
し
て
い
る
、
三
つ
の
試
み
を
取
材
し
ま
し
た
。
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こ

か

い

熊
本
市 

子
飼
商
店
街 

子
飼
商
店
街
振
興
組
合

生
ま
れ
変
わ
る
ま
ち
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子
飼
商
店
街
は
、
市
街
の
中
心
地
か
ら
東

北
へ
二
キ
ロ
、
白
川
の
ほ
と
り
、
藤
崎
八
幡

宮
に
近
い
一
角
に
あ
る
。
魚
屋
、
八
百
屋
、

果
物
屋
、
衣
料
品
店
や
雑
貨
店
と
い
っ
た
生

活
必
需
品
の
店
が
、
ほ
ん
の
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
通
り
に
軒
を
連
ね
、
年
の
暮
れ
に

は
熊
本
市
民
が
お
正
月
の
買
い
物
に
訪
れ
る

場
所
。
近
隣
に
住
む
お
年
寄
り
が
、
ご
は
ん

の
材
料
を
買
い
求
め
に
く
る
、
熊
本
版
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」
だ
。

　
し
か
し
、
戦
後
の
闇
市
か
ら
続
く
子
飼
は
、

歴
史
の
あ
る
商
店
街
な
ら
で
は
の
問
題
を
か

か
え
て
い
た
。
客
が
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

に
流
れ
て
し
ま
う
。
固
定
客
で
あ
る
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
た
ち
は
高
齢
化
が
進
み
、
買
い

物
に
出
て
く
る
の
も
お
っ
く
う
に
。

　
そ
ん
な
中
、
〈
子
飼
商
店
街
振
興
組
合
〉

が
二
〇
〇
四
年
度
の
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
応
募
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、「『
学
び
を

支
援
す
る
』
商
店
街
へ
の
変
身
」
だ
。

「
商
店
街
を
、
た
だ
『
モ
ノ
を
売
る
空
間
』

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、『
交
流
の
場
』『
知

的
経
験
を
得
る
学
習
の
場
』
と
捉
え
な
お
す

こ
と
で
、
子
飼
商
店
街
に
し
か
な
い
魅
力
を
、

消
費
者
に
支
持
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」
（
知
価
創
造
実
験
室
〈
子

飼
ラ
ボ
〉
主
宰
・
前
田
芳
男
さ
ん
）

　
も
と
も
と
小
・
中
学
生
の
体
験
学
習
の
受

け
入
れ
に
熱
心
だ
っ
た
子
飼
に
は
、
年
間
、

約
二
〇
〇
〇
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
県
内
五

〇
校
か
ら
訪
れ
る
。
し
か
し
、
若
い
教
師
自

身
、
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
し
か
知
ら
ず
、

商
店
街
の
魅
力
を
知
ら
な
い
世
代
。
そ
の
た

め
、
近
年
、
体
験
学
習
は
た
だ
の
「
遠
足
」

に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。
振
興
組
合
で
は
、「
商

店
街
の
意
味
」、「
商
店
街
で
な
に
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
の
か
」
を
明
確
に
し
、
助
成
を

資
金
に
「
総
合
的
学
習
用
教
材
」
を
作
成
、

学
校
に
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
「
学
び
の
場

と
し
て
の
商
店
街
」
づ
く
り
を
進
め
た
。

　
重
要
な
固
定
客
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
」

に
も
「
台
所
」
以
外
の
魅
力
を
、
と
ス
タ
ー

ト
し
た
の
が
、
熊
本
大
学
子
飼
サ
テ
ラ
イ
ト

に
よ
る
、「
音
楽
療
法
」
だ
。

「
療
法
と
い
う
と
お
お
げ
さ
で
す
が
、
要
は

お
買
い
物
が
て
ら
寄
っ
て
、
歌
う
こ
と
で
心

身
活
性
化
を
し
て
い
た
だ
く
。
毎
週
火
曜
日

の
午
前
中
に
、
来
る
も
の
拒
ま
ず
で
続
け
て

い
ま
す
。
い
つ
も
一
七
人
く
ら
い
の
、
性
別

も
年
齢
も
い
ろ
い
ろ
な
方
が
集
ま
り
ま
す
。

今
回
で
五
一
回
目
。
年
二
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
、
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
」
（
熊

本
大
学
文
学
部
・
木
村
博
子
准
教
授
）

　
こ
の
日
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
「
わ
れ

は
海
の
子
」
「
宗
谷
岬
」
な
ど
懐
か
し
い
歌

を
合
唱
し
た
。
自
分
た
ち
で
好
き
な
歌
を
選

ぶ
。
の
ど
自
慢
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
肥
後
節
」

独
唱
や
、
「
お
し
り
か
じ
り
虫
」
の
よ
う
な

最
新
の
ヒ
ッ
ト
曲
が
入
る
こ
と
も
。

　
子
飼
商
店
街
は
、
熊
本
大
学
の
学
生
た
ち

の
「
通
学
路
」
で
も
あ
る
。
自
転
車
で
通
り

抜
け
る
学
生
を
ど
う
取
り
込
み
、
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
か
も
、
課
題
だ
っ
た
。

「
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
お
年
寄
り
に
出
て
き

て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
で
あ
る

一
方
、
学
生
や
研
究
者
に
と
っ
て
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
地
域

音
楽
文
化
の
情
報
収
集
に
役
立
っ
て
い
る
の

で
す
」（
前
出
・
木
村
准
教
授
）

「
わ
た
し
た
ち
の
商
売
は
、
ス
ー
パ
ー
や
量

販
店
と
は
違
う
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
商
店
街

に
出
て
き
た
ら
、『
医
者
に
は
行
き
よ
っ
と
？

調
子
は
ど
う
？
』
な
ん
て
二
〇
分
話
し
て
、

『
そ
れ
ば
、
一
個
も
ろ
う
て
帰
ろ
う
』
と
い

う
よ
う
な
、
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の
で
す
。
ど

ん
な
に
値
段
を
安
く
し
て
も
、
す
い
か
一
個

ま
る
ご
と
は
売
れ
な
い
。
食
べ
る
の
は
ひ
と

り
暮
ら
し
の
老
人
で
す
か
ら
。
け
っ
し
て
効

率
の
い
い
商
売
じ
ゃ
な
い
が
、
い
ま
、
そ
れ

を
や
っ
て
る
と
こ
ろ
は
も
う
他
に
な
い
。
中

学
生
の
体
験
学
習
も
、
う
ち
（
新
宅
商
店
）

で
は
『
辛
子
蓮
根
』
の
辛
子
詰
め
を
手
伝
わ

せ
ま
す
か
ら
、
郷
土
の
伝
統
食
の
作
り
方
を

勉
強
で
き
ま
す
。
こ
の
、
こ
こ
に
し
か
な
い

『
商
店
街
文
化
』
を
見
に
、
県
内
、
天
草
か

ら
で
も
子
ど
も
た
ち
が
来
ま
す
よ
。
『
文
化

保
護
』
を
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
据
え
た
こ

と
で
、
活
性
化
の
鍵
が
見
え
て
き
ま
し
た
」

（
振
興
組
合
・
新
宅
咲
雄
理
事
長
）

　
積
極
的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
て
、
行
政
支

援
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
。
「
子
飼
に
は
な

に
か
あ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
広
ま
り
、

懸
案
だ
っ
た
空
き
店
舗
も
、
若
い
人
た
ち
の

出
店
で
埋
ま
っ
た
。
商
店
街
の
試
み
は
、
再

生
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
と
い
え
そ
う
だ
。

「
高
齢
化
が
進
む
い
ま
、
買
う
人
が
少
な
い
、

買
う
量
も
少
な
い
と
い
う
現
状
は
変
え
ら
れ

な
い
。
だ
か
ら
、
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
大

豆
を
使
っ
て
、
子
飼
の
人
気
パ
ン
屋
さ
ん
で

新
し
い
パ
ン
を
開
発
し
て
も
ら
う
な
ど
、『
新

名
物
づ
く
り
』
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
よ
う
な
、

別
の
流
通
に
の
せ
て
、
全
国
発
信
が
で
き
れ

ば
」（
前
出
・
前
田
さ
ん
）

　
子
飼
商
店
街
は
ま
た
、
新
た
な
課
題
に
挑

戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

子どもたちに大人気。上妻食料品店のおやじさん。「挨拶
の仕方とか、親が言うような事ば、教えとっとよ」（笑）

商店街学習の小・中学生向け教
材を製作した前田芳男さん。こ
の日も、地元の小学校の先生た
ちが打ち合わせに訪れていた。

生まれ変わ るまち特集 01－商店街

「音楽療法」に集うみなさん。常連さんも、初めての人も、みんないっしょに大きな声を出す。笑い声と歌声が絶
えない、にぎやかな場所。「ここに来るようになって、生活にハリが出た」「忘れていた歌を思い出す」という人も。

恒例行事、中学生の体験学習。「どう料理するの？」お
客さんの質問に答えられるよう、事前学習もする。

商店街で「のら猫問題」にも取り組む。月一回、動物愛
護センターが獣医師を派遣。住民みんなの相談窓口に。

商
店
街
を
「
学
び
」
と

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
場
に

「
台
所
」
か
ら
「
サ
ロ
ン
」へ

「
通
学
路
」
か
ら
「
研
究
拠
点
」へ

守
り
な
が
ら
、創
造
し
て
い
く

新
し
い「
商
店
街
文
化
」

こうづま



　
保
田
正
行
さ
ん
は
五
五
歳
。
横
浜
市
中
区

寿
町
で
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

「
二
年
半
前
、
寿
町
に
た
ど
り
着
い
た
と
き

は
、
う
つ
と
不
整
脈
、
甲
状
腺
疾
患
、
肝
炎

の
再
発
と
、
体
中
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
。

生
活
保
護
を
受
け
て
自
立
支
援
施
設
〈
は
ま

か
ぜ
〉
に
い
た
け
ど
、
と
て
も
働
け
る
状
態

じ
ゃ
な
い
。
一
ヵ
月
入
院
し
て
、
そ
の
後
も

〈
ポ
ー
ラ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
〉
に
半
年
通
い
ま

し
た
。
だ
け
ど
、
う
つ
状
態
で
、
な
に
も
す

る
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
い
た
保
田
さ
ん

だ
っ
た
が
、
〈
は
ま
か
ぜ
〉
の
清
掃
な
ど
の

作
業
療
法
か
ら
少
し
ず
つ
社
会
復
帰
を
始
め
、

〈
ポ
ー
ラ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
〉
の
山
中
先
生
の

励
ま
し
も
あ
っ
て
、
昨
年
一
〇
月
「
ヘ
ル
パ

ー
二
級
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
。

「
通
信
課
程
を
終
え
る
と
一
ヵ
月
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
。
五
〇
歳
過
ぎ
て
、
学
校
の
楽
し
さ

を
味
わ
い
ま
し
た
よ
。
二
回
り
年
下
の
女
の

子
た
ち
が
同
級
生
な
ん
だ
か
ら
（
笑
）
。
学

校
へ
行
く
気
に
な
る
ま
で
、
失
っ
た
や
る
気

を
取
り
戻
す
ま
で
が
、
し
ん
ど
か
っ
た
」

　
現
在
は
、
民
間
の
会
社
に
登
録
し
、
週
三

日
、
午
前
と
午
後
の
二
回
ず
つ
、
高
齢
の
寿

生
活
者
の
訪
問
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
。

〈
ポ
ー
ラ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
〉
の
山
中
先
生
と

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
〈
さ
な
ぎ
達
〉
理
事
長
、

山
中
修
院
長
。
〈
さ
な
ぎ
達
〉
の
、
二
〇
〇

四
年
度
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
助
成
を
受

け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「『
寿
緑
化
』
と
『
ヘ

ル
パ
ー
養
成
』
を
通
じ
た
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
お

よ
び
福
祉
就
労
・
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

場
の
創
出
」
だ
っ
た
。

「
横
浜
・
寿
町
は
高
度
成
長
期
に
日
雇
い
労

働
者
の
ド
ヤ
街
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
産
業
構
造
の
変
化
も
あ
り
、
現
在
こ

の
ま
ち
で
生
き
る
人
は
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
単
身
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ホ

ー
ム
レ
ス
や
、
そ
れ
に
近
い
人
々
も
多
い
。

衣
食
住
を
失
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
家
族

も
な
く
、
生
き
る
希
望
を
失
い
か
け
て
い
る
。

寿
の
人
た
ち
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
中

で
知
っ
た
の
は
、
そ
の
こ
と
で
し
た
」（〈
さ

な
ぎ
達
〉
事
務
局
長
・
櫻
井
武
麿
さ
ん
）

「
う
つ
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
両
親
を
相

次
い
で
亡
く
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
病

気
が
重
な
っ
て
、
生
き
る
意
欲
を
失
く
し
た
。

介
護
の
仕
事
の
魅
力
は
、
人
と
の
触
れ
合
い

が
あ
る
こ
と
。
正
直
、
利
用
者
の
じ
い
さ
ん

の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
も
、『
な
に
し
に
来
た
？

帰
れ
』
っ
て
言
わ
れ
た
り
す
る
。
一
〇
回
に

一
回
『
あ
り
が
と
う
』
が
聞
け
れ
ば
い
い
ほ

う
で
す
。
だ
け
ど
、
親
父
を
介
護
し
な
が
ら

お
ふ
く
ろ
が
倒
れ
た
の
を
見
て
い
る
し
、
そ

の
と
き
訪
問
看
護
師
の
人
に
お
世
話
に
な
っ

た
の
を
思
い
出
し
て
。
親
孝
行
で
き
な
か
っ

た
分
を
仕
事
で
返
し
た
い
っ
て
気
持
ち
も
、

ど
っ
か
に
あ
り
ま
す
」（
前
出
・
保
田
さ
ん
）

　
他
人
と
関
わ
ら
ず
に
生
き
て
い
る
人
々
を
、

擬
似
家
族
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
櫻
井
さ
ん
は
言
う
。

「
『
寿
緑
化
』
も
、
木
や
花
を
植
え
る
こ
と

自
体
が
目
的
で
は
な
く
て
、
そ
の
作
業
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
。
あ
る
い
は
毎
日
、
花
に
水
を
や
る
こ
と

で
、
楽
し
み
を
見
つ
け
て
も
ら
え
れ
ば
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
」（
前
出
・
櫻
井
さ
ん
）

　
殺
風
景
だ
っ
た
簡
易
宿
泊
街
の
あ
ち
こ
ち

に
プ
ラ
ン
タ
ー
が
並
ぶ
。
鉢
を
置
い
た
ら
自

然
に
、
水
遣
り
を
す
る
人
が
現
れ
た
と
い
う
。

「
介
護
は
人
の
命
と
関
わ
る
か
ら
、
こ
っ
ち

も
命
賭
け
。
い
ま
は
、
ぼ
く
も
一
生
の
仕
事

だ
と
思
っ
て
ま
す
」（
保
田
さ
ん
）

　
寿
か
ら
巣
立
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
は
約
二
〇
人
。

し
か
し
、
そ
の
全
員
が
、
保
田
さ
ん
の
よ
う

に
働
い
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

「
こ
の
ま
ち
に
介
護
事
業
は
絶
対
必
要
な
も

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の

競
争
も
激
し
い
。
現
実
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て

辞
め
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、
寿
生
活
者
が
関
わ
れ
る
仕
事
の
選
択
肢

を
少
し
ず
つ
広
げ
て
、
人
と
人
を
結
び
つ
け

る
事
業
を
、
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
櫻
井
さ
ん
）

〈
さ
な
ぎ
達
〉
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。

安
く
栄
養
価
の
高
い
食
事
を
提
供
す
る
〈
さ

な
ぎ
食
堂
〉
。
簡
易
宿
泊
施
設
の
空
き
部
屋

を
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
向
け
の
安
宿
と
し
て
提

供
す
る
〈
ヨ
コ
ハ
マ
・
ホ
ス
テ
ル
・
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
〉
と
も
提
携
す
る
。
寿
町
発
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
育
て
る
の
が
願
い
だ
。

「
寿
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
だ
ん
だ
ん
、『
お

れ
た
ち
の
ま
ち
』
っ
て
感
じ
に
な
っ
て
き
た
」。

そ
う
語
る
保
田
さ
ん
の
言
葉
の
中
に
、
寿
の

未
来
が
見
え
て
く
る
。

0405

横
浜
市 

寿
町 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

さ
な
ぎ
達

生
ま
れ
変
わ
る
ま
ち
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「寿町はまちに不思議な魅力があ
るんです。人もおもしろい。ま
ち全体がファミリーみたいな空
気をつくりたい」と櫻井さん。

ひとり暮らしが長い高齢者の中に
は、介護を嫌がる人もいる。「毎
日が戦い。だけど、それも楽しむ
ことにしてる」と保田さん。

生まれ変わ るまち特集 02－やど街

利用者の間でおいしいと評判の〈さなぎの食堂〉。バランスのいい食事を昼、夜、二
回。市と〈さなぎ達〉が協力、ローソンが一部の食材を提供して運営している。

五
〇
過
ぎ
、学
校
の
楽
し
さ
知
っ
た

病
気
を
の
り
こ
え
ヘ
ル
パ
ー
に

単
身
生
活
者
を
結
ぶ

擬
似
家
族
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
お
れ
た
ち
の
ま
ち
」
が
生
み
出
す

こ
と
ぶ
き
発
ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後

プランターが置かれるようにな
り、ゴミの不法投棄も減った。

〈ヨコハマ・ホステル・ヴィレッジ〉は、寿
町にある約110軒の簡易宿泊所をバック
パッカーに紹介。外国人利用者も多い。
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日
本
書
紀
に
も
登
場
す
る
と
い
う
浅
間
温

泉
の
奥
深
く
、
江
戸
時
代
は
信
州
・
松
本
城

主
の
別
邸
だ
っ
た
老
舗
旅
館
。
滾
々
と
涌
き

出
る
お
湯
は
、
源
泉
か
け
流
し
―
―
。
松
本

市
に
あ
る
〈
御
殿
の
湯
〉
は
、
こ
の
ぜ
い
た

く
な
温
泉
宿
を
居
抜
き
で
使
っ
た
、
画
期
的

な
デ
イ
ケ
ア
施
設
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

二
〇
〇
三
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
利
用
希
望

者
は
増
え
る
ば
か
り
。
定
員
一
八
名
は
つ
ね

に
い
っ
ぱ
い
で
、
二
年
待
ち
の
人
も
い
る
と

い
う
。

「
日
本
家
屋
の
老
舗
旅
館
で
す
か
ら
、
階
段

も
あ
り
ま
す
し
、
新
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

建
物
と
く
ら
べ
る
と
不
便
な
と
こ
ろ
も
多
い

で
す
。
で
も
、
利
用
者
は
み
な
、
そ
う
い
う

建
物
で
暮
ら
し
て
き
た
方
々
な
の
で
、
か
え

っ
て
ほ
っ
と
す
る
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
」（〈
御

殿
の
湯
〉
坂
槙
裕
子
さ
ん
）

　
廃
業
し
た
温
泉
旅
館
を
有
効
利
用
し
て
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
す
浅
間
温
泉
〈
ケ
ア
タ
ウ
ン
〉
構
想

の
、
大
き
な
成
功
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
浅
間
温
泉
は
か
つ
て
、
信
州
の
五
大
温
泉

地
に
数
え
ら
れ
た
ほ
ど
の
名
湯
だ
。
昭
和
三

〇
年
代
に
は
旅
行
ブ
ー
ム
に
の
っ
て
大
型
旅

館
の
建
設
も
進
み
、
団
体
客
を
多
く
迎
え
た

が
、
昭
和
六
〇
年
代
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム

あ
た
り
か
ら
、
苦
し
い
時
代
に
入
っ
た
。
後

継
者
は
不
足
し
、
施
設
は
老
朽
化
す
る
一
方

だ
が
、
業
績
不
振
の
た
め
再
投
資
が
厳
し
い
、

と
い
っ
た
現
実
が
露
呈
し
て
、
ま
ち
全
体
が

大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
打
開
策
と
し
て
、
豊
か
な
温
泉
資
源
を
生

か
し
た
、
二
一
世
紀
型
の
ま
ち
の
あ
り
方
を

模
索
で
き
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
た
の
が
、

浅
間
温
泉
の
〈
ケ
ア
タ
ウ
ン
〉
構
想
だ
。

「
障
害
者
機
織
り
授
産
施
設
に
よ
る
、
温
泉

街
の
街
並
み
保
存
と
空
き
店
舗
に
よ
る
賑
わ

い
の
創
出
」
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
〈
ケ
ア
タ
ウ

ン
浅
間
温
泉
〉
に
よ
る
、
二
〇
〇
五
年
度
地

域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
今
年
四
月
、
こ
の
活
動
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
〈
ア
ト
リ
エ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
〉
が
、
松
本
市
か

ら
正
式
に
障
害
者
自
立
支
援
法
の
「
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
II
型
（
創
作
型
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）」
と
し
て
認
定
を
受
け
た
。
〈
御

殿
の
湯
〉
と
同
じ
く
、
空
い
た
温
泉
旅
館
の

建
物
を
使
う
こ
と
で
、
街
並
み
保
存
、
活
性

化
に
つ
な
げ
る
狙
い
。
当
初
予
定
し
て
い
た

土
蔵
造
り
の
建
物
と
は
条
件
面
で
折
り
合
い

が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
浅
間
温
泉
の
別
の
旅

館
を
借
り
て
開
設
し
、
機
織
り
他
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
作
り
に
も
力
を
入
れ
る
。

「
裂
織
と
い
っ
て
、
浴
衣
な
ど
を
裂
い
て
作

っ
た
紐
で
機
を
織
り
、
雑
貨
も
作
っ
て
い
ま

す
。
機
織
り
作
業
所
の
運
営
の
ほ
か
に
、
販

売
事
業
も
。
織
物
の
ほ
か
、
長
野
県
独
特
の

食
文
化
、
お
や
き
も
販
売
し
ま
す
。
じ
ゃ
が

ベ
ー
コ
ン
な
ど
餡
を
工
夫
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
を
八
種
類
作
り
ま
し
た
。
い
ま
は
ま
だ

地
元
の
人
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
う
の
が
せ
い

い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
浅
間
温
泉
内
で
は
人
気

の
品
で
す
（
笑
）
。
通
信
販
売
も
始
め
た
の

で
す
が
、
人
手
が
足
り
な
い
の
が
悩
み
。
ゆ

く
ゆ
く
は
ネ
ッ
ト
通
販
を
考
え
て
い
ま
す
」

（〈
ア
ト
リ
エ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
〉
代
表
・
福
井
佳
代
子

さ
ん
）

〈
ア
ト
リ
エ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
〉
は
も
と
も
と
、
障
害

児
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
グ

ル
ー
プ
。
福
井
さ
ん
た
ち
が
め
ざ
す
の
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
定
し

た
職
場
を
持
ち
、
自
立
し
て
生
き
て
い
け
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

「
だ
か
ら
ぜ
ひ
、
温
泉
街
の
み
な
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
。

商
品
も
、
浅
間
温
泉
の
『
顔
』
に
な
れ
る
も

の
を
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
福
井
さ
ん
）

　
二
一
世
紀
型
、
福
祉
の
未
来
を
見
据
え
た

〈
ケ
ア
タ
ウ
ン
〉。
こ
の
新
し
い
試
み
は
、
温

泉
街
を
少
し
ず
つ
変
え
つ
つ
あ
る
。

「
『
食
・
温
泉
・
健
康
』
こ
の
三
つ
が
、
こ

れ
か
ら
の
浅
間
温
泉
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。
お
湯

と
成
人
病
予
防
食
を
セ
ッ
ト
に
し
た
健
康
プ

ラ
ン
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。
信
州
を
旅
行

さ
れ
る
方
に
も
、
た
と
え
ば
介
護
の
必
要
な

両
親
と
い
っ
し
ょ
に
二
、
三
泊
し
て
、
お
年

寄
り
を
ケ
ア
施
設
に
預
け
、
若
い
人
は
上
高

地
へ
遊
び
に
行
く
、
そ
ん
な
使
い
方
を
し
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
目
標
に
、

地
元
の
ド
ク
タ
ー
と
連
携
し
た
り
、
公
共
の

場
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど
、

ま
ち
ぐ
る
み
で
、
方
針
を
立
て
て
い
く
段
階

に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
温
泉
街
活

性
化
の
た
め
、
〈
ケ
ア
タ
ウ
ン
〉
構
想
に
協

力
す
る
旅
館
組
合
理
事
長
・
山
本
浩
司
さ
ん
。

　
街
並
み
の
保
存
も
課
題
だ
が
、
街
灯
や
足

湯
の
設
置
、
植
樹
な
ど
、
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
の
工
夫
が
、
浅
間
温
泉
街
づ
く
り
協

議
会
を
中
心
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。

「
ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
〈
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

浅
間
温
泉
〉
は
、
市
の
温
泉
施
設
で
す
が
、

二
年
後
に
改
修
を
予
定
し
、
旅
館
組
合
が
運

営
も
委
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域

住
民
が
先
頭
に
立
ち
、
新
し
い
浅
間
温
泉
の

価
値
を
創
っ
て
い
き
た
い
」（
山
本
さ
ん
）

　
浅
間
温
泉
再
生
へ
。
〈
ケ
ア
タ
ウ
ン
〉
構

想
は
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

「温泉地再生事業に対しての、
県と市からの援助も決まった。
ここ二、三年で浅間温泉は変わ
りますよ」と山本浩司さん。

〈アトリエＭＯＯ〉では、利用
者やその家族が和気藹々と作業
を。旅館を借りているせいか、
なごやかで、くつろいだ雰囲気。

人気のおやきは、イースト菌を使
ったオリジナルレシピに秘密が。

生まれ変わ るまち特集 03－温泉街

万葉集にも「浅葉の湯」「麻葉の湯」などの言葉が記されている、開湯一三〇〇年の名湯。泉質もよく、澄んだ、
まろやかなお湯だ。四季折々の庭が眺められるお風呂は〈御殿の湯〉の目玉。これを楽しみに利用者が集まる。

〈御殿の湯〉は自立した利用者が多い。レ
クリエーションや作業も利用者がやりたい
ことを提案する。お風呂は午前も午後も、
好きなときに利用できる。それも魅力。

信州の奥座敷・浅間温泉は、北アルプスの
美しい山並みを望める、すばらしい立地。

豊
富
な
温
泉
資
源
を
生
か
し
た

ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想

共
生
の
ま
ち
・
浅
間
温
泉
を

今
後
ど
う
発
展
さ
せ
る
か

機
織
り
と
お
や
き
で
ま
ち
お
こ
し

〈
ア
ト
リ
エ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
〉が
始
動

東京都出身、作家。著

書に『自然と環境に関わ

る仕事』（主婦の友社）

など。最新刊は『冠・婚・

葬・祭』（筑摩書房）。

中島京子

さ
き
お
り

筆者紹介



生まれ変わ るまち特集 Interview－姜尚中さん

姜
尚
中
さ
ん
（
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
考
委
員
長
・
東
京
大
学
教
授
）

呂
合
わ
せ
の
よ
う
で
す
が
、
地
域
再
生
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
若
者
、
よ
そ
者
、
ば
か

者
」
だ
と
、
元
三
重
県
知
事
の
北
川
正
恭

さ
ん
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
若
者
」
は
文

字
通
り
。
あ
と
の
二
つ
は
説
明
が
必
要
で
す
ね
。

「
よ
そ
者
」
と
い
う
の
は
、
地
域
社
会
に
外
の
空
気

を
持
ち
込
む
人
の
こ
と
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
の

柱
、「
地
域
の
開
放
性
」
に
つ
な
が
る
考
え
方
で
す
。

「
ば
か
者
」
の
意
味
は
、
す
ぐ
に
回
答
や
効
果
が
発

見
で
き
な
く
て
も
、
愛
着
や
問
題
意
識
を
持
っ
て
、

愚
直
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
人
材
を
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
企
業
誘

致
の
よ
う
な
従
来
型
で
は
な
く
、
地
域
の
独
自
性
を

生
か
し
た
内
発
的
な
発
展
で
す
。
そ
れ
に
は
、
「
若

者
、
よ
そ
者
、
ば
か
者
」
の
三
位
一
体
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
特
集
で
と
り
あ
げ
た
三
つ
の
地
域
は
、
か
つ
て
は

賑
わ
い
を
見
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
の
流
出
な
ど
、
現
代
社
会
に
典
型
的
な
問
題

を
抱
え
、
い
ま
、
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
活
性
化
の
担
い
手
と
し
て
、
社

会
的
な
勝
者
・
強
者
で
は
な
い
人
た
ち
に
か
か
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
発
想
が
共
通
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
と
て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
し
、
ユ
ニ
ー

ク
だ
と
評
価
し
て
助
成
の
対
象
に
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
試
み
を
見
て
い
く
と
、
た
と
え
ば
、

子
飼
商
店
街
は
子
ど
も
た
ち
や
大
学
生
と
い
っ
た
「
若

者
」
を
取
り
込
ん
で
い
ま
す
し
、
松
本
市
の
別
の
地

域
か
ら
移
り
住
ん
で
浅
間
温
泉
に
拠
点
を
持
っ
た
〈
ア

ト
リ
エ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
〉
な
ど
は
「
よ
そ
者
」
の
良
さ
を
持

ち
込
ん
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
寿
町
は
も

と
も
と
、
「
よ
そ
か
ら
来
た
人
た
ち
」
の
ま
ち
で
す

が
、
こ
こ
に
は
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立
ち
上
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
「
種
は
蒔
か
れ
た
」
と
い
う
思

い
が
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
根
づ
き
、
芽
が
出
て
成
長
し
て
い
く
た
め

に
は
、
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
大
切
に
な
る
の
は
、
長
い
ス
パ
ン
で
着
実
に
続

け
て
い
く
、「
ば
か
者
」
の
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
創
刊
を
機
に
考
え
た

の
は
、
財
団
と
助
成
対
象
者
の
関
係
に
双
方
向
性
を

持
た
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
助
成
対

象
者
同
士
の
相
互
交
流
を
深
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、

地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
般
の
人
に
広
く
知
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
取
り
組

み
を
、
長
期
的
に
見
守
り
、
情
報
交
換
し
、
応
援
し

合
う
よ
う
な
場
に
「
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
人
」
が
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
再
生
に
即
効
的
な
対
策
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
地
域
づ
く
り
は
「
人
づ
く
り
」
、
そ
の
ま

ち
を
つ
く
る
人
材
を
呼
び
込
み
、
育
て
る
こ
と
だ
か

ら
で
す
。
お
金
や
モ
ノ
を
つ
く
る
の
と
は
違
い
、
手

間
ひ
ま
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ぶ
ん
、
他

で
は
得
ら
れ
な
い
喜
び
、
大
き
な
や
り
が
い
が
あ
る

は
ず
で
す
。
地
域
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
そ
こ
を

理
解
し
て
、
一
押
し
、
二
押
し
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
秋
、
ま
た
来
年
度
の
募
集
が
あ
り
ま
す
が
、

「
人
づ
く
り
」
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
、
種
を
蒔
い

て
い
こ
う
と
す
る
人
た
ち
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

語
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僕
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
携
わ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
佐
藤
理
事
長
と
の
出
会
い
で

し
た
。
も
と
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
、
自
主
的
に
平
和
公
園
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
理

事
長
の
目
に
留
ま
り
、
そ
こ
か
ら
一
緒
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
、

理
事
長
と
の
「
出
会
い
」
が
あ
っ
て
、
い
ま

の
活
動
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
広
島
平
和
記
念
公
園
及
び
そ

の
周
辺
地
域
の
活
性
化
、
ま
た
自
分
た
ち
と

同
世
代
の
若
者
の
平
和
に
対
す
る
意
識
向
上

を
目
的
と
し
、
昨
年
の
一
〇
月
か
ら
広
島
平

和
公
園
で
定
期
的
に
テ
ン
ト
式
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
「
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
　
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
（
ト
ヨ
タ
財

団
助
成
事
業
）
を
開
い
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ

は
木
々
が
生
い
茂
る
水
辺
に
位
置
し
、
訪
れ

る
人
の
心
を
緑
が
癒
し
ま
す
。
カ
フ
ェ
で
皆

様
に
お
出
し
す
る
の
は
、
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
産
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
コ
ー
ヒ
ー
で
、
香
り
が
よ
く
、
大
変
美

味
し
い
と
評
判
で
す
。
憩
い
の
場
と
し
て
平

和
公
園
を
訪
れ
る
市
民
や
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
と
国
境
や
世
代
を
越

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
集
い
、
た
く
さ

ん
の
「
出
会
い
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
「
出
会
い
」
が
平
和
の
輪
が
広
が

る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

広島・平和公園のクリーン
ボランティア。この日は小
さな子どもから年配の方ま
で約40人が集まった。広
い公園内を手分けして清掃
する。松下さんがてきぱき
と指示を出す。

2
0
0
6
年
度
よ
り
新
た
に
「
離
島
助
成
」「
ユ
ー
ス
助
成
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
1
回
の
助
成
が
決
定
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
か
ら
、

ホ
ッ
ト
な
活
動
た
け
な
わ
の
1
グ
ル
ー
プ
ず
つ
に
お
願
い
し
て
、

み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
下
 英
樹

仲
間
と
始
め
た

公
園
の
清
掃
活
動
か
ら

ピ
ー
ス
カ
フ
ェ
へ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　Ｈ
Ｐ
Ｓ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

前
・
副
理
事
長（
広
島
大
学
附
属
高
校
二
年
）

「
出
会
い
」

ユ
ー
ス
助
成

「出会い」は新たな
  　　            可能性につながります。

1

08

か
ん

さ
ん
じ
ゅ
ん
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の
で
す
。

　
カ
フ
ェ
の
役
割
は
と
い
う
と
実
に
さ
ま
ざ

ま
で
、
休
憩
場
所
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
や
観
光
客
の

交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
や
道
案
内
な
ど
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

役
割
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
広
島
に
お
越
し
の

際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
普
段
は
理
事
長
を
筆
頭
に
各
方
面

の
協
力
を
賜
り
、
平
和
推
進
事
業
を
手
が
け

て
い
ま
す
。
軸
と
な
っ
て
い
る
広
島
市
民
平

和
の
集
い
は
、
今
年
も
八
月
五
日
に
平
和
公

園
の
中
に
あ
る
国
際
会
議
場
で
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
方
々
が
集
ま
り
、

著
名
人
に
よ
る
平
和
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
上
映
や
原
爆
創
作
劇
披
露
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
継
続
的
に
実
施
さ
れ

今
回
で
一
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

ど
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
「
出
会
い
」
が
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
出
会
い
」
は
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し
ま

す
。
地
域
社
会
の
交
流
が
希
薄
化
し
、
再
構

築
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
ま
ず
私
た
ち
は
「
出

会
い
」
を
求
め
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
を
通
じ
て
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
「
出
会
い
」
が
あ
っ
て
初
め
て
お
互
い

を
支
え
合
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
「
出

会
い
」
が
な
け
れ
ば
な
に
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
う
考
え
る
と
「
出
会
い
」
が
私
た
ち
の
く

ら
し
と
い
の
ち
を
支
え
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

下
地
　克
子

伝
統
の
麻
織
物
、

宮
古
上
布
の

糸
績
み
復
活
を
め
ざ
し
て

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　マ
ー
ズ　
理
事
長

離
島
助
成

手績み技術者養成などの
                     活動に取り組んでいます。

清掃を終えてカフェでひと息。淹れている
コーヒーはフェアトレードの逸品だ。今日
の担当は浅野さん（左）と濱　さんの2人。

宮古の織物で仕立てた藍色のドレスを身につけた下地
克子さん。地域社会プログラム贈呈式でのひとこま。

苧麻を刈り取り、葉を取り去り
表皮を削いでから、表面をしご
いで水洗いする。緑色の繊維が
糸の原料「生ブー」。

糸績みの作業。よい繊維を選ん
で爪の先などでできるだけ細く
裂く。これを撚り合わせたもの
が宮古上布の原料糸になる。

ち
ゅ

　
私
た
ち
の
住
む
先
島
諸
島
は
、
沖
縄
本
島

の
南
西
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
洋
上
に
散

在
す
る
大
小
八
つ
の
島
々
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
美
し
い
海
に
浮
か
ぶ
島
で
す
が
、
経
済

状
況
は
厳
し
く
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
葉
タ
バ
コ

栽
培
や
か
つ
て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
カ
ツ
オ

漁
な
ど
も
、
今
は
元
気
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
宮
古
島
の
自
慢
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
青

い
海
と
個
性
的
な
文
化
で
す
。
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
自
然
と
文
化
を
ど
う
受
け
継
ぎ
、

島
の
発
展
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
か
が

今
後
の
課
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
私
た
ち
が
責
任
を
も
っ
て

次
世
代
へ
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宝
物
の

ひ
と
つ
が
、
宮
古
上
布
で
す
。
宮
古
上
布
は
、

原
材
料
に
手
績
み
の
苧
麻
（
宮
古
の
言
葉
で

は
ブ
ー
と
い
い
ま
す
）
糸
の
み
を
使
う
伝
統

の
織
物
で
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
琉
球
王
に
島
民
が
献
上
し

て
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
か
ら

四
〇
〇
年
の
時
を
経
た
今
も
、
宮
古
島
で
織

り
つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
藍
染
め
の
糸
の

濃
淡
で
精
緻
な
文
様
を
織
り
出
す
そ
の
技
術

は
驚
く
べ
き
も
の
で
、
き
わ
め
て
貴
重
な
織

物
と
し
て
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
命
で
あ
る
苧
麻
糸
の
生
産
は
年
々
減
っ

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
糸
の
紡
ぎ
手
の
高

齢
化
も
深
刻
な
問
題
と
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
少
し

で
も
近
づ
こ
う
と
、
い
ま
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
苧
麻
の
栽
培
、
手
績
み
技
術

者
養
成
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
も
と
も
と
よ
い
糸
の
産
地
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
産
が
途
絶
え
て
し
ま

っ
て
い
る
宮
古
島
の
狩
俣
地
区
と
池
間
島
で

の
手
績
み
復
活
を
目
標
に
教
室
を
始
め
ま
し

た
。
子
供
の
頃
に
糸
作
り
が
身
近
に
あ
っ
た

方
も
多
く
、
初
め
て
と
思
え
な
い
く
ら
い
細

く
き
れ
い
な
糸
を
作
る
人
に
出
会
え
た
こ
と

は
、
う
れ
し
い
驚
き
で
し
た
。
教
室
に
来
た

み
な
さ
ん
が
原
料
繊
維
で
あ
る
生
ブ
ー
の
束

を
手
に
と
り
、
よ
り
裂
き
や
す
い
も
の
を
と

一
生
懸
命
に
選
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、
こ

の
熱
心
さ
に
報
い
る
た
め
に
も
良
質
の
苧
麻

を
た
く
さ
ん
栽
培
で
き
る
よ
う
努
力
を
し
な

け
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。

　
い
ず
れ
は
糸
原
料
の
島
内
自
給
を
果
た
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
最
適

な
耕
作
方
法
も
定
か
で
な
い
た
め
、
土
壌
や

肥
料
の
や
り
方
な
ど
の
実
験
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
六
月
に
、
青
芯

種
（
青
ブ
ー
）
、
赤
芯
種
（
赤
ブ
ー
）
の
苧

麻
、
計
七
〇
株
を
植
え
付
け
ま
し

た
。
よ
い
繊
維
が
採
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
は
数
年
か
か
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
手
仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
、
藍
色

の
糸
の
滑
ら
か
な
美
し
さ
、
織
り

上
げ
ら
れ
た
上
布
の
輝
き
を
誇
り

に
思
う
と
と
も
に
、
自
然
の
ぬ
く

も
り
を
宿
し
た
美
ら
布
を
、
島
の

人
々
と
一
緒
に
ず
っ
と
生
み
続
け

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

み
や
こ
じ
ょ
う
ふち

ょ
ま

織り上がった宮古上布からつくられた絣
の着物。独特の模様が上品で美しい。

2
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（特活）かかわり教室� 北海道札幌市� 　� 北海道

きらきら農村なんでも商品化塾� 青森県青森市� 　� 東北

（特活）あおもりNPOサポートセンター� 青森県青森市� 　� 東北

「COCOA あおもり」（コミュニティ・コーディネーター・アクションあおもり）�青森県弘前市� 　� 東北

岩手子ども環境研究所� 岩手県岩手郡� 　� 東北

（財）岩手県国際交流協会� 岩手県盛岡市� 　� 東北

（特活）カシオペア連邦地域づくりサポーターズ� 岩手県二戸市� 　� 東北

ボランティアたんぽぽ� 宮城県仙台市� 　� 東北

大島「海の駅交流販売拠点」開設事業委員会� 宮城県気仙沼市� 　� 東北

宮城県柴田農林高等学校　水棲生物研究班� 宮城県柴田郡� 　� 東北

鳴子ツーリズム研究会� 宮城県大崎市� 　� 東北

（特活）蜘蛛の糸� 秋田県秋田市� 　� 東北

心といのちを考える会� 秋田県山本郡� 　� 東北

めざみの里協議会� 山形県西置賜郡�  � 東北

（特活）発達支援研究センター� 山形県山形市�  � 東北

（特活）柏倉家文化村� 山形県東村山郡�  � 東北

喜多方蔵の会� 福島県喜多方市�  � 東北

（特活）ACT.JT� 東京都新宿区�  �関東甲信越

（特活）自殺対策支援センター ライフリンク� 東京都千代田区�  �関東甲信越

（特活）難民支援協会� 東京都新宿区�  �関東甲信越

（特活）八丈島産業育成会� 東京都八丈島�  �関東甲信越

（特活）病気の子ども支援ネット 遊びのボランティア� 東京都江東区�  �関東甲信越

子産み・子育て多摩らんなぁ実行委員会� 東京都国立市�  �関東甲信越

（特活）映画保存協会� 東京都文京区�  �関東甲信越

よしたー山古志� 新潟県長岡市�  �関東甲信越

中越大震災ネットワークおぢや� 新潟県小千谷市�  �関東甲信越

佐渡の牛1200年倶楽部� 新潟県佐渡市�  �関東甲信越

（特活）青りんごの会� 新潟県新潟市�  �関東甲信越

中ノ俣たき火会� 新潟県上越市�  �関東甲信越

（特活）かみえちご山里ファン倶楽部� 新潟県上越市�  �関東甲信越

（特活）NVC新潟国際ボランティアセンター� 新潟県新潟市�  �関東甲信越

（特活）かわだ夢グリーン� 福井県鯖江市�  �関東甲信越

田毎の月棚田保存同好会� 長野県千曲市�  �関東甲信越

泰阜村自然体験活動推進協議会� 長野県下伊那郡�  �関東甲信越

団体名� 活動地域　　　　　                   　　 　 地区
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8
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17

18

19
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27
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29

30

31

32

33

34

（特活）校舎のない学校� 岐阜県揖斐郡�  � 東海

（特活）リベラヒューマンサポート� 静岡県三島市�  � 東海

フィリピン人移住者センター（Filipino Migrants Center）� 愛知県名古屋市�  � 東海

（特活）外国人医療センター� 愛知県名古屋市�  � 東海

（特活）アレルギー支援ネットワーク� 愛知県岡崎市�  � 東海

三重県立相可高等学校食物調理科� 三重県多気郡�  � 近畿

答志島活性化21委員会� 三重県鳥羽市�  � 近畿

松阪商業高校　空き店舗活用事業「あきない屋」� 三重県松阪市�  � 近畿

地域発展研究センター� 京都府京都市�  � 近畿

関西木造住文化研究会� 京都府京都市�  � 近畿

コミュニティスペースPECO実行委員会� 京都府京都市�  � 近畿

紙芝居劇むすび� 大阪府大阪市�  � 近畿

阪神大震災を記録しつづける会� 兵庫県明石市�  � 近畿

地域探検隊� 兵庫県加古郡�  � 近畿

ガテン＠工藤組� 兵庫県明石市�  � 近畿

奈良地域生活支援ネットワーク� 奈良県奈良市�  � 近畿

色川「百姓養成塾」をつくる会� 和歌山県那智郡�  � 近畿

（特活）だんだん　共同作業所　さくらの家� 島根県隠岐郡�  � 中国

（特活）おかやま犯罪被害者サポート・ファミリーズ� 岡山県岡山市�  � 中国

港町ネットワーク・瀬戸内� 広島県尾道市�  � 中国

（特活）鞆まちづくり工房� 広島県福山市�  � 中国

（特活）HPS国際ボランティア　ヤングチーム� 広島県広島市�  � 中国

金魚島インターネットTV� 山口県大島郡�  � 中国

（特活）ハイ・フォロー・ステーション� 香川県高松市�  � 四国

あかね会� 愛媛県西条市�  � 四国

（特活）NPO砂浜美術館� 高知県幡多郡�  � 四国

（特活）まあるい心　ちゃれんじどの応援団� 高知県高知市�  � 四国

高知農業高等学校� 高知県南国市�  � 四国

（特活）ソーシャルサポート相談室内　中高生自主学習グループ“ぐんぐん”� 福岡県福岡市�  � 九州

市立　飯塚高校� 福岡県田川市�  � 九州

武寧王交流唐津市実行委員会� 佐賀県唐津市�  � 九州

アイランドツーリズム推進協議会� 熊本県天草市�  � 九州

希少植物を守る会� 宮崎県宮崎市�  � 九州

樟南第二高等学校� 鹿児島県大島郡�  � 九州

（特活）かごしま青少年自立センター� 鹿児島県指宿市�  � 九州

（特活）トカラ・インターフェイス� 鹿児島県十島村�  � 九州

八重山食文化研究会� 沖縄県石垣市�  � 沖縄

（特活）マーズ� 沖縄県宮古島市�  � 沖縄

スタジオ解放区� 沖縄県沖縄市�  � 沖縄

（2007年4月末現在）

団体名� 活動地域　　　　　                   　　　    地区
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71
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70
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71

2007
トヨタ財団地域社会プログラムで現在助成中のプロジェクトを地図で示しています。

プロジェクトマップ
日 本 全 国

（特活）は特定非営利活動法人の略です。



「活動記録の出版」の助成を受けて刊行された書籍を中心に、話題の本をご紹介します。

01 02

03 04

1415

　　　療ソーシャルワーカー（MSW）のために開催された外国人医療講座の記

録をまとめたもの。

　日本に暮らす外国人はさまざまな困難を抱えている。オーバーステイ、DV、人身

売買、進まぬ難民受け入れ。こうした状況にある外国人がいったん病気になると、

コミュニケーションの問題や高額な医療費など、いやが上にも苦しい立場に追い

込まれてしまう。彼らの生きる権利を守るために、援助者はどのようなことができる

のか。制度利用にあたっての注意点と資料をコンパクトに凝縮した一冊で、この

分野にあまりなじみのない読者にとっても参考になる。

　　　京の中心・神田を本拠とする略称「としまち研」が進める地権者参加型の

コーポラティブハウス事業を紹介し、個性ある住まいづくりを応援するための本。

　建物の老朽化に悩む地権者の声をくみあげ、共同建て替えを実現する手順が

順を追って具体的に記されている。ことに事業主体となる建設組合の設立方法

についての記述は詳しい。こうした試みが成功するためには、住人ひとりひとりが

建物管理に関心をもち、地域との交流にも参加することが大切。新しい住民たち

とともに取り組むコミュニティ再生事業の今後に期待したい。

移住連ブックレット3

講座　外国人の医療と福祉　
NGOの実践事例に学ぶ　外国人医療・生活ネットワーク編

発行　移住労働者と連帯する全国ネットワーク　2006年12月
発売　現代人文社・大学図書
定価　本体1200円＋税

いのちの海  大手の浜
――エコミュージアムを目指して
大手の浜なぎさの会編

発行　リーブル出版　2007年8月
定価　本体1524円＋税

コーポラティブハウスのつくり方　
知りたい  住みたい  つくりたい
特定非営利法人　都市住宅とまちづくり研究会編

発行　清文社　2006年5月
定価　本体1800円＋税

コミュニティ・カフェと市民育ち
――あなたにもできる地域の縁側づくり
陣内雄次・荻野夏子・田村大作 著

発行　萌文社　2007年9月
定価　2000円（本体1905円＋税）

　
去
る
七
月
一
日
、
東
京
で
自
殺
防
止

と
遺
族
対
策
を
呼
び
か
け
る
官
民
合
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
自
殺
を
「
語
る
こ
と

の
で
き
る
死
」
へ
〜
自
殺
対
策
新
時
代
』

が
開
催
さ
れ
、
六
〇
〇
人
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

皮
切
り
に
、
自
死
遺
族
支
援
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
日
本
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
行
委
員
長
を
務
め

て
い
る
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表
・
清
水
康

之
さ
ん
か
ら
、
連
動
す
る
ト
ヨ
タ
財
団

助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
い
の
ち
支
え
る

地
域
の
電
話
帳
』
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
つ
な
が
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
い

ま
や
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
年
版
の
国
民
生
活
白
書

の
表
題
は
「
つ
な
が
り
が
築
く
豊
か
な

国
民
生
活
」
。
私
た
ち
が
日
々
取
り
組

ん
で
い
る
自
殺
対
策
の
分
野
で
も
、
例

え
ば
弁
護
士
と
精
神
科
医
、
N
P
O
な

ど
と
い
っ
た
「
相
談
窓
口
同
士
の
つ
な

が
り
」
が
自
殺
を
防
ぐ
た
め
の
鍵
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
つ
な
が
り
」
は
必
要
に

応
じ
て
、
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
現
代
社

会
に
お
い
て
は
、
物
事
は
よ
り
細
分
化

さ
れ
た
領
域
へ
、
よ
り
専
門
分
野
へ
、

よ
り
縦
割
り
へ
と
、
「
つ
な
が
り
」
が

切
り
刻
ま
れ
て
い
く
方
向
に
力
が
働
い

て
い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
て
い
て
も
、

「
つ
な
が
り
」
は
社
会
か
ら
失
わ
れ
て

い
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
『
い
の
ち
支
え
る
地
域
の
電
話
帳
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
う
し
た
社
会
の

力
学
に
逆
ら
っ
て
、
自
殺
対
策
の
関
係

者
間
に
「
つ
な
が
り
」
を
取
り
戻
そ
う

と
い
う
試
み
で
す
。
心
の
悩
み
や
多
重

債
務
、
い
じ
め
や
過
労
な
ど
、
自
殺
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
諸
問
題
の
相
談
に

応
じ
て
い
る
個
人
や
団
体
の
連
絡
先
を

一
冊
の
『
電
話
帳
』
に
ま
と
め
て
、
相

談
員
そ
れ
ぞ
れ
が
「
ど
う
い
う
と
き
に
、

ど
こ
の
誰
と
つ
な
が
れ
ば
い
い
の
か
」

を
一
目
で
判
断
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
関
係
者
間
の
「
つ
な
が
り
」
作

り
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
こ
の
9
年
間
、
日
本
の
自
殺
者
は
毎

年
3
万
人
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
「
必
要
な
情
報
を
入
手
で
き
て
い
れ

ば
自
殺
を
避
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
人
た

ち
」
が
数
多
く
含
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
「
い

の
ち
」
を
も
し
っ
か
り
と
守
れ
る
よ
う

に
、
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

網
を
よ
り
大
き
く
、
ま
た
網
の
目
を
よ

り
細
か
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
の
分
野
の
関
係
者
た
ち
を
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
『
い

の
ち
支
え
る
地
域
の
電
話
帳
』
を
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
殺
を

防
ぐ
た
め

「
つ
な
が
り
」
を

取
り
戻
せ

〜
『
い
の
ち
支
え
る
地
域
の
電
話
帳
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

N
P
O
法
人
 
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
 
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
 

代
表
 清
水
　康
之

医 東
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事
務
局
）

��

「あきない屋」をお訪ねしました

夕方になると地域の人が訪れて豆腐などを買っていく

暑
も
ひ
と
き
わ
き
び
し
い
あ

る
日
の
午
後
、
三
重
県
立
松

阪
商
業
高
等
学
校
に
よ
る
「
あ
き
な

い
屋
」
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
の
松
阪
駅
前
の

商
店
街
「
ベ
ル
タ
ウ
ン
」
の
中
に
あ

る
、
同
高
校
経
営
に
よ
る
実
習
店
舗

で
す
。
二
〇
〇
六
年
度
「
ユ
ー
ス
助

成
」
に
よ
る
活
動
に
つ
い
て
、
高
校

生
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
先
生
を
含

め
た
協
力
者
の
方
た
ち
が
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

か
…
…
楽
し
い
こ
と
、
苦
労
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
え

れ
ば
と
思
い
、
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
中
の
こ
の
日
に
は
、
七
名

の
生
徒
さ
ん
、
責
任
者
の
田
邉
見
真

先
生
（
同
校
教
諭
）
、
中
澤
典
郎
先

生
（
同
）
が
取
材
に
応
じ
て
く
れ
ま

し
た
。
他
に
、
「
あ
き
な
い
屋
」
設

立
以
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
川
口

正
人
さ
ん
（
松
阪
商
工
会
議
所
）
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ベ
ル
タ
ウ
ン
一
階
奥
に
位
置
す
る

「
あ
き
な
い
屋
」
を
活
動
拠
点
に
、

市
民
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
、

簿
記
教
室
（
無
料
）
の
開
催
、
商
店

街
活
動
、
祭
り
に
際
し
て
の
出
店
協

力
と
い
っ
た
多
彩
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
の
開
発
と
販
売
が
主
な
活
動
で

す
。
三
重
県
の
高
等
学
校
で
は
初
と

な
る
商
標
登
録
『
松
阪
街
っ
子
〜
牛

す
じ
一
番
〜
』（
レ
ト
ル
ト
）
の
他
、

携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ
豆
腐
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
う
ど

ん
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
開
発
と

販
売
の
実
績
が
あ
る
と
の
こ
と
。
豆

腐
は
店
頭
販
売
の
他
、
自
転
車
を
使

っ
て
の
移
動
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
助
成
金
に
よ
り
、
新
た
に
冷

凍
の
「
牛
す
じ
コ
ロ
ッ
ケ
」
、
そ
し

て
「
香
り
米
」
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、
「
あ
き
な
い
屋
」
の
中
で

は
、
ち
ょ
う
ど
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
ご

高
齢
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

な
か
な
か
好
評
で
す
。
「
息
子
に
聞

い
て
も
教
え
て
は
く
れ
る
け
ど
、
つ

い
喧
嘩
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
ね
」

と
お
っ
し
ゃ
る
男
性
。
こ
の
教
室
で

パ
ソ
コ
ン
を
覚
え
た
い
と
熱
心
に
受

講
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
を

務
め
る
生
徒
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
自

ら
学
習
し
て
き
た
成
果
に
つ
い
て
の

「
腕
試
し
」
の
い
い
機
会
な
の
で
し

ょ
う
。

　
帰
り
に
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
豆
腐
、
牛
す

じ
な
ど
の
商
品
を
購
入
す
る
受
講
者

が
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。
た
ぶ
ん

「
パ
ソ
コ
ン
の
先
生
」
へ
の
御
礼
の

気
持
ち
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
当
日

は
、
三
年
生
が
講
師
を
務
め
て
い
ま

し
た
が
、
脇
で
必
死
に
メ
モ
を
取
る

一
年
生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ん

で
も
、
翌
日
の
講
習
は
、
一
年
生
が

講
師
を
つ
と
め
る
そ
う
で
す
。
な
る

ほ
ど
、
切
実
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
ね
。

　
商
工
会
議
所
の
川
口
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
こ
の
商
店
ビ
ル
「
ベ
ル
タ
ウ
ン
」

は
、
現
在
で
こ
そ
空
き
店
舗
が
目
立

つ
も
の
の
、
開
設
当
初
は
ず
い
ぶ
ん

人
の
往
来
も
あ
り
賑
わ
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
「
松
阪
牛
」
で
全
国
に
有

名
な
松
阪
は
三
重
県
中
央
部
の
中
心

都
市
。
地
元
出
身
の
有
名
人
に
は
、

蒲
生
氏
郷
、
本
居
宣
長
、
梶
井
基
次

郎
、
小
津
安
二
郎
な
ど
が
い
ま
す
。

市
街
地
に
は
も
ち
ろ
ん
記
念
館
な
ど

の
施
設
も
あ
り
ま
す
が
、
観
光
客
を

商
店
街
に
呼
び
寄
せ
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
と
い
い
ま
す
。

 

街
頭
販
売
を
す
る
に
し
て
も
（
平

日
の
昼
間
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
）
と
に
か
く
人
が
い
ま
せ

ん
。
や
は
り
、
教
育
委
員
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
も
し
く
は
卒
業
生
へ

の
販
売
が
、
最
後
は
頼
り
と
は
な
っ

て
し
ま
う
そ
う
で
す
が
、
と
に
か
く

「
声
を
出
し
て
街
頭
販
売
」
さ
せ
る

こ
と
も
教
育
の
一
環
と
田
邉
先
生
は

い
い
ま
す
。

　
街
頭
で
、
強
い
日
差
し
を
避
け
な

が
ら
、
懸
命
に
販
売
に
携
わ
っ
て
い

た
大
原
さ
ん
（
三
年
生
）
に
、
少
し

聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
活
動
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
は
、

友
人
か
ら
の
誘
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

以
前
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
選
手
で
し

た
が
、
ひ
じ
を
痛
め
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
街
頭
販
売
、
店
頭
販
売
と
も

大
声
を
出
さ
な
い
こ
と
に
は
、
商
売

に
な
ら
な
い
。
最
初
は
恥
ず
か
し
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

人
見
知
り
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
販
売
経
験
が
「
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
」
と
殊
勝
に

話
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
「
あ
き
な

い
屋
」
の
活
動
メ
ン
バ
ー
に
は
二
年

生
が
い
な
い
の
で
、
来
春
か
ら
は
現

在
の
一
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
や
っ

て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
、
大

原
さ
ん
、
先
輩
と
し
て
少
し
気
に
な

る
よ
う
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
い
き
い
き
し
た
活
動

ぶ
り
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

無
理
矢
理
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う

感
じ
で
は
な
く
、
楽
し
い
か
ら
や
っ

て
い
る
。
で
な
け
れ
ば
、
炎
天
下
で

街
頭
販
売
な
ど
や
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

残

おじゃまします！

「あきない屋」

　　　都宮大学前の空き店舗に、試行錯誤の末にコミュニティ・カフェ〈ソノヨコ〉

がオープンしたのは2005年1月のことだった。文字どおりゼロからの出発。当初は

学生中心の店を構想したが、現実的な制約にも鍛えられて、コンセプトは「市民に

よる市民のためのコミュニティ・ビジネス支援施設」へと高まっていった。現在、7組

の日替わりシェフたちが自分の思いを形にして、健康と環境に配慮したロハスな料

理や菓子を提供する。カウンター6席だけの小さな空間は、地域の人々にとってく

つろぎの場となっている。

　著者たちは〈ソノヨコ〉の立ち上げに尽力し、いまもその発展に知恵をしぼる「と

ちぎ市民まちづくり研究所」のメンバー。読んでいると「おもしろそうだから行って

みよう」という思いに誘われる。

　とはいえ、共同でカフェを運営するには覚悟と工夫が必要だ。しかも経営者は素

人ばかり。課題は金銭面ばかりとは限らない。どうすれば続けていけるのか？　本

書に収められた切実な体験談と達意の文章にのせられて（？）「コミュニティ・カフ

ェをやってみたい」という人たちが全国に増殖し、成功することを祈ってやまない。

宇　　　ンゴや熱帯魚が生きる海。高知市夜須町「大手の浜」海岸。この大手の浜に

マリーナの建設計画が持ち上がったのは、1987年3月。1991年、建設に反対する市

民が集まり「大手の浜なぎさの会」が結成された。その後、なぎさの会が中心となっ

た地道な調査と粘り強い運動によりマリーナ建設計画は中止されることとなった。

　本書は、「大手の浜なぎさの会」20年の記録。内容は、大きく2つにわけられる。

前半は、専門家による学術的価値の報告。後半は、建設計画反対の意見書、一

帯をエコミュージアムとして位置づけ環境学習の場として活用する提案書などな

ぎさの会の運動の記録。運動の記録からは、日本の開発や環境政策の抱える課

題が浮き彫りとなってくる。

　「大手の浜なぎさの会」の活動は続いている。2004年には、県、町、住民、専

門家の参加による「大手の浜・懇話会」の立ち上げが実現した。そこにある海を

そのままの姿で未来に托したいと願う人々の想いが地域の中で少しずつ共感を

得て広がっている。

　同じ想いで活動を続ける全国の人々に勇気を与える一冊である。
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